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自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

夫
や
恋
人
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
︵
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
︶
や
モ

ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︵
精
神
的
な
暴

力
︶
な
ど
で
傷
つ
い
た
女
性
や
︑
そ

の
よ
う
な
方
の
力
に
な
り
た
い
女
性

の
た
め
の
講
座
で
す
︒
講
義
を
通
し

て
︑
Ｄ
Ｖ
被
害
が
心
身
に
与
え
る
影

響
を
知
り
︑
自
分
を
尊
重
す
る
大
切

さ
と
傷
つ
い
た
心
を
回
復
す
る
方
法

を
学
び
ま
す
︒
﹁
あ
な
た
自
身
﹂
を

取
り
戻
す
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
︒
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︶
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時
～
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▢場
男
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ン
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ー
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修
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︵
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�
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︱

�
パ
ル
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江
東
内
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▢人
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性

人
︵
申
込
順
︶
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▢費
無
料

▢師
西
山
さ
つ
き
︵
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
副
代
表
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▢保
幼
児
︵
�
歳
�
か
月
～
就
学

前
︶

人
程
度
︵
無
料
・
申
込
時
要
予
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約
︶※
�
歳
�
か
月
未
満
の
お
子
さ

ん
は
別
室
で
一
緒
に
受
講
で
き
ま
す
︒

講
座
申
込
時
に
あ
わ
せ
て
お
申
し
出

く
だ
さ
い
︒

▢申
�
月

日
︵
日
︶
午
前
	
時
か

15

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区
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ー
ム
ペ

ー
ジ
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で
き
ま
す
︒
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テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
が
主
催
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
教
室
の
こ
ど
も
た

ち
に
よ
る
公
演
で
す
︒
幕
開
け
を
飾

る
﹁
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
・
プ
ロ
ロ
ー
グ
﹂
︑

美
し
い
小
作
品
を
集
め
た
ス
テ
ー
ジ
︑

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
﹁
人
魚
姫
﹂

を
バ
レ
エ
で
お
届
け
し
ま
す
︒
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︵
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︶
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︑
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︵
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︶
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︒
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東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
新
設
す
る

第
�
研
修
室
︑
第
�
研
修
室
の
自
動

抽
選
エ
ン
ト
リ
ー
を
開
始
し
ま
す
︒

�
月
分
の
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
は
�
月

日
︵
金
︶
～
�
月
�
日
︵
火
︶
で
す
︒

20�
月
�
日
︵
木
・
祝
︶
午
後
�
時
か

ら
は
空
き
状
況
に
応
じ
て
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
︵
申
込
順
︶
︒
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

○
第
�
研
修
室
︵
�
階
︶

防
音
に
配
慮
を
し
た
音
楽
目
的
で

も
利
用
可
能
な
施
設
で
す
︒
長
机
︑

椅
子
は
室
内
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
が
配
置
は
し
て
あ
り
ま
せ
ん
︒
面

積

・
�
㎡
︒
定
員

人
︒

70

30

○
第
�
研
修
室
︵
�
階
︶

美
術
用
机
と
丸
型
回
転
椅
子
を
備

え
付
け
た
美
術
目
的
で
も
利
用
可
能

本
大
会
は
レ
ベ
ル
別
に
部
門
を
設

け
︑
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
誰
も

が
楽
し
め
る
大
会
で
す
︒
加
藤
正
夫

門
下
の
プ
ロ
棋
士
が
中
心
と
な
り
指

導
に
当
た
り
ま
す
︒
優
勝
者
に
は
元

日
本
棋
院
理
事
長
で
当
大
会
の
発
起

人
で
も
あ
る
加
藤
正
夫
名
誉
王
座
の

﹁
加
藤
正
夫
﹂
杯
が
与
え
ら
れ
ま
す
︒

ま
た
︑
入
賞
者
に
は
プ
ロ
棋
士
と
の

対
局
と
い
う
ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
︒

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
︒
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生
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︶

▢費
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�
�
円

▢内
上
級
ク
ラ
ス
：
お
お
む
ね
	
級

以
上
︑
ス
イ
ス
方
式
で
�
回
対
局
・

持
ち
時
間

分
・
ハ
ン
デ
戦
︑
経
験

20

者
︵

路
盤
︶
ク
ラ
ス
・
初
心
者
︵

19

13

路
盤
・
	
路
盤
︶
ク
ラ
ス
：

級
以

10

下
︑
時
間
内
規
定
対
局
数
に
よ
る
勝

率
で
決
定
︒

﹇
ク
ラ
ス
の
決
定
方
法
﹈申
込
の
際
に

経
験
年
数
と
盤
面
︑
棋
力
を
お
聞
き

し
︑
後
日
上
級
者
・
経
験
者
・
初
心

者
に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
ま
す
︵
ク
ラ

ス
は
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶
︒

▢申
�
月

日
︵
日
︶
午
前
	
時
か

15

ら
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で

無
料
こ
ど
も
囲
碁
教
室
開
催

こ
ど
も
囲
碁
大
会
開
催
に
あ
わ
せ

て
︑
囲
碁
を
打
っ
た
こ
と
の
な
い
初

心
者
を
対
象
に
し
た
無
料
囲
碁
教
室

を
開
催
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
～
�
月

日
の
土
曜

26

30

︵
全
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回
︶午
前

時
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～
正
午

▢場

10
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東
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階
美
術
室

▢人
�
歳
︵
�
月
�
日
現
在
︶～
中
学

生

人
︵
申
込
順
︶※
で
き
る
限
り
全

30
�
回
参
加
で
き
る
方

▢費
無
料

▢師

江
東
区
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ど
も
囲
碁
指
導
者
の
会

▢申
�
月

日
︵
日
︶
午
前
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か

15

な
施
設
で
す
︒
流
し
台
も
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置
し
て

い
ま
す
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・
	
㎡
︒定
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人
︒
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︑
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ー
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で
石
田
波
郷
記
念
﹁
は
こ
べ
ら
﹂
俳

句
大
会
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

焦
土
か
ら
た
く
ま
し
く
た
ち
あ
が
る

下
町
の
情
景
を
句
に
詠
ん
だ
石
田
波

郷
を
顕
彰
す
る
﹁
は
こ
べ
ら
﹂
俳
句

大
会
に
︑
今
年
は
�
�
�
句
の
投
句

を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
授
賞
式
で
は

特
選

句
︑
入
選

句
の
入
賞
者
の
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方
々
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
︑
選
者
に

よ
る
講
評
︑
波
郷
の
俳
句
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
︒
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▲昨年の発表会の様子

弁当、飲み物、
おやつ、おむつ、
着替え、雨具等

持ち物

※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。
※特に記載のない講座は、対象者以外の方(幼児等)の入室(参加)はできません。
※詳細はお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

海藻の育つ海の役割や恵みに
ついて学び、形や色彩豊かな
海藻を使って、オリジナルの
素敵な｢海藻おしば｣作品をつ
くりましょう。

5／12(土)
13：30〜15：30

美しい海藻ア
ート作品づく
り

自宅にある古布を利用して手
作りで身体に優しい布ぞうり
を作ります。

5／23(水)
10：00〜15：00

古布でつくろ
う素敵な布ぞ
うり

ビオトープ等で、小さな生き
物を探したり、楽しく遊びな
がら自然と触れ合います▢師
西直人(リードクライム(株))

5／8(火)
10：30〜12：30

親子一緒には
じめての自然
遊び〜2歳児
クラス〜

内容日程講座名

筆記用具、歩き
やすい靴で参
加、帽子

無料

次世代のクリーンエネルギ
ー、水素の学習施設｢東京ス
イソミル｣で、来るべき｢水素
社会｣を体験してみよう。未
来社会もすぐそこです。

5／20(日)
13：30〜15：30

水素社会を体
験してみよ
う！

16歳以上18人
(申込順)

小学生と保護者30
人(申込順、要保
護者、保護者1人
で小学生2人まで
参加可)

2歳児と保護者12
組(申込順、保護
者2人まで参加可)

1,000円

1人
600円

1組
300円

費用 対象

土台用布、はさ
み、ものさし、
エプロン、筆記
用具、洗濯バサ
ミ6個、お弁当、
飲み物

筆記用具、飲み
物、手拭きタオ
ル

自然案内人と一緒に親子で身
近な自然を探検しながら、自
然観察をします▢師 佐々木洋
(プロ・ナチュラリスト)

5／13(日)
9：30〜12：00

佐々木洋のわ
くわく生きも
のたんけん隊
(単発参加)

小学生と保護者44
人(申込順、要保
護者、保護者1人
で小学生2人まで
参加可)

弁当、飲み物、
手拭きタオル、
雨具、帽子、歩き
やすい靴で参加

小学生
150円
保護者
300円
(バス代)

東京湾から潮が入る汽水環
境。清々しい新緑の中で
魚
・エビ・海藻
の観察や水質調
査の体験に参加してみよう♪

5／13(日)
9：30〜15：50

浜離宮恩賜庭
園・海のゆり
かご体験会

幼児〜中学生各回
4人(先着順、未就
学児は要保護者同
伴、幼児同伴可)

なし無料

絶滅の危機にある動物のパズ
ルを作ってから、日本や世界
の取り組みを学びます。今回
は特にホッキョクグマに注目
して、なぜ絶滅危惧種になっ
たのかを考えてみよう！
▢申 当日直接会場へ

5／20(日)
①12：25〜12：45
②13：15〜13：35
③14：00〜14：20
④14：45〜15：05
⑤15：30〜15：50

動物パズル
で、動物たち
の未来を考え
よう！

小学3年生〜6年生
15人(申込順、小
学4年生以下は要
保護者同伴)

小学生15人(申込
順、小学4年生以
下要保護者同伴、
幼児同伴可)

筆記用具、手拭
きタオル、持ち
帰り袋

無料

土を使ってハンカチ染めを行
います。天然の素材を使って
ものづくりに挑戦しましょ
う。

5／12(土)
13：00〜15：30

ハンカチの泥
染め

年長児〜小学生と
保護者15組30人
(申込順)

筆記用具、飲み
物、帽子、雨具、
虫よけスプレ
ー、虫さされ薬
※長ズボン・運
動靴で参加

無料

環境学習プログラム 5月

新緑の季節を感じよう！
▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)ほか▢申 4／15(日)
9：00からえこっくる江東に電話または窓口で☎3644-7130、℻3644-7135
▢HP https://www.ekokkuru-koto.jp/

※利用時間には、準備および後片付けの時
間を含みます。

利用料金

2,600円

2,600円
午後

(13：00〜17：00)

3,500円

1,300円
午前

(9：00〜12：00)

夜間
(18：00〜22：00)

第6研修室施設

2,000円

1,000円

第7研修室




